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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　編集元となる編集元音楽コンテンツに対して編集が加えられたコンテンツであって、該
編集が加えられた箇所のみの実体データ及び前記編集元音楽コンテンツを特定する情報と
でなる編集音楽コンテンツを取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された編集音楽コンテンツに含まれる前記編集元音楽コンテン
ツを特定する情報に基づいて当該編集元音楽コンテンツ乃至前記編集元音楽コンテンツの
元となったライセンス済のオリジナルの音楽コンテンツを検索する検索手段と、ここで、
ライセンス済のオリジナルの音楽コンテンツは、該音楽コンテンツに含まれる管理データ
内にライセンス済の音楽コンテンツであることを示す情報を含んでおり、前記検索手段は
、前記編集元音楽コンテンツを特定する情報に基づいて検索した音楽コンテンツの管理デ
ータ内に前記ライセンス済の音楽コンテンツであることを示す情報が含まれているか否か
を判定し、含まれていれば前記検索された音楽コンテンツを前記ライセンス済のオリジナ
ルの音楽コンテンツとして検知し、
　前記検索手段により前記ライセンス済のオリジナルの音楽コンテンツを検知した場合に
のみ、前記取得した編集音楽コンテンツを利用する利用手段であって、前記取得した編集
音楽コンテンツに含まれる実体データと前記編集元音楽コンテンツとから実体データ全体
を再現する手段と
を具える音楽コンテンツ利用装置。
【請求項２】
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　音楽コンテンツを記憶する記憶手段を具えてなり、
　前記記憶手段は記憶対象とする前記オリジナルの音楽コンテンツ及び前記編集音楽コン
テンツの少なくとも一方を、該記憶手段が有する固有情報に従って暗号化して記憶するこ
とを特徴とする請求項１に記載の音楽コンテンツ利用装置。
【請求項３】
　コンピュータに、
　編集元となる編集元音楽コンテンツに対して編集が加えられたコンテンツであって、該
編集が加えられた箇所のみの実体データ及び前記編集元音楽コンテンツを特定する情報と
でなる編集音楽コンテンツを取得する手順と、
　前記取得された編集音楽コンテンツに含まれる前記編集元音楽コンテンツを特定する情
報に基づいて当該編集元音楽コンテンツ乃至前記編集元音楽コンテンツの元となったライ
センス済のオリジナルの音楽コンテンツを検索する手順と、ここで、ライセンス済のオリ
ジナルの音楽コンテンツは、該音楽コンテンツに含まれる管理データ内にライセンス済の
音楽コンテンツであることを示す情報を含んでおり、前記検索する手順は、前記編集元音
楽コンテンツを特定する情報に基づいて検索した音楽コンテンツの管理データ内に前記ラ
イセンス済の音楽コンテンツであることを示す情報が含まれているか否かを判定し、含ま
れていれば前記検索された音楽コンテンツを前記ライセンス済のオリジナルの音楽コンテ
ンツとして検知し、
　前記検索する手順により前記ライセンス済のオリジナルの音楽コンテンツを検知した場
合にのみ、前記取得した編集音楽コンテンツを利用する手順であって、前記取得した編集
音楽コンテンツに含まれる実体データと前記編集元音楽コンテンツとから実体データ全体
を再現する手順と
を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、インターネット等の有線あるいは無線の通信ネットワークを介して取得した
音楽コンテンツを利用することのできる音楽コンテンツ利用装置及びプログラムに関する
。特に、オリジナルの音楽コンテンツが存在しなければ複製された音楽コンテンツを利用
することのできないようにした音楽コンテンツ利用装置及びプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
【特許文献１】
特許第2639245号公報
従来から、インターネットに代表される有線あるいは無線の通信ネットワークを介して音
楽コンテンツ配信サーバ（以下、単にサーバ）にアクセスし、該アクセスしたサーバから
ユーザ所望の音楽コンテンツをいつでも好きなときに購入して利用することのできる音楽
コンテンツ利用装置が知られている。すなわち、該音楽コンテンツ利用装置では通信ネッ
トワークを介してアクセスした所定のサーバから、楽曲を自動演奏するための自動演奏デ
ータ（例えばMIDIデータ）や楽譜を表示するための楽譜データなどの所望のオリジナルの
音楽コンテンツ（オリジナルコンテンツと略す）を取得して、該取得したオリジナルコン
テンツに基づいて楽曲を聴いたり楽譜を表示したりするなど、オリジナルコンテンツを購
入したユーザが取得したオリジナルコンテンツを利用することができるようになっている
。
【０００３】
また、従来知られた音楽コンテンツ利用装置においては音楽コンテンツ作成者の著作権保
護の観点から、取得したオリジナルコンテンツ自体をユーザが適宜に改変することができ
ないようになっており、その代わりに取得したオリジナルコンテンツを複製して複製コン
テンツを生成することができるようになっている。例えば、取得したオリジナルコンテン
ツを複製してこれに新たなファイル名を付与することでユーザ好みの分かり易くて整理の
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し易いファイル名でオリジナルコンテンツをユーザが保存しておきたいような場合、ある
いはオリジナルコンテンツの一部を編集（例えば、自動演奏データの音色や音量バランス
などを変更する等）した後に別名を付与して編集後のオリジナルコンテンツをユーザが保
存しておきたいような場合などのように、他者への配布目的でない個人的利用の範囲にお
いてオリジナルコンテンツを複製することが許されている（なお、上記各場合において同
じ名前での保存はオリジナルコンテンツの改変に当り不可能となっている）。このように
、音楽コンテンツ利用装置では単に取得したオリジナルコンテンツをそのままユーザが利
用することができるだけでなく、取得したオリジナルコンテンツの複製を生成してこれを
ユーザが利用することができるようにもなっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来の音楽コンテンツ利用装置では取得した音楽コンテンツの複製を生成する
場合に、複数の演奏パートのうちの所定パートを削除したり音質を劣化させたりする等、
取得した音楽コンテンツの質を低下させて複製コンテンツを生成するようにしていた。こ
うすることにより、ユーザの個人的利用の範囲を超えた他者への音楽コンテンツ配布を抑
制することによる音楽コンテンツ作成者の著作権などの権利の保護を図るようにしていた
。しかし、音楽コンテンツを複製した場合に当該音楽コンテンツの質を低下させることは
著作権保護の観点からは適したものであるが、ユーザが個人的利用の範囲で音楽コンテン
ツを複製したような場合には不適である。すなわち、音楽コンテンツを利用する正当な権
利を有するユーザが個人的利用の範囲で音楽コンテンツを複製した場合であっても取得し
た音楽コンテンツの質を低下させた複製コンテンツを生成するようにしていたことから、
正規に音楽コンテンツを取得したユーザにとっては満足のいく利用ができずに都合が悪い
、という問題点があった。
【０００５】
本発明は上述の点に鑑みてなされたもので、ユーザが取得した音楽コンテンツの複製を生
成してこれを利用する場合に、オリジナルの音楽コンテンツが存在していないと該複製し
た音楽コンテンツを利用することができないようにすることによって、音楽コンテンツの
著作権保護を図りながらも個人的利用の範囲においてはユーザが満足の行く音楽コンテン
ツの利用ができるようにした音楽コンテンツ利用装置及びプログラムを提供することを目
的とする。
【０００８】
　本発明の請求項１に係る音楽コンテンツ利用装置は、編集元となる編集元音楽コンテン
ツに対して編集が加えられたコンテンツであって、該編集が加えられた箇所のみの実体デ
ータ及び前記編集元音楽コンテンツを特定する情報とでなる編集音楽コンテンツを取得す
る取得手段と、前記取得手段により取得された編集音楽コンテンツに含まれる前記編集元
音楽コンテンツを特定する情報に基づいて当該編集元音楽コンテンツ乃至前記編集元音楽
コンテンツの元となったライセンス済のオリジナルの音楽コンテンツを検索する検索手段
と、ここで、ライセンス済のオリジナルの音楽コンテンツは、該音楽コンテンツに含まれ
る管理データ内にライセンス済の音楽コンテンツであることを示す情報を含んでおり、前
記検索手段は、前記編集元音楽コンテンツを特定する情報に基づいて検索した音楽コンテ
ンツの管理データ内に前記ライセンス済の音楽コンテンツであることを示す情報が含まれ
ているか否かを判定し、含まれていれば前記検索された音楽コンテンツを前記ライセンス
済のオリジナルの音楽コンテンツとして検知し、前記検索手段により前記ライセンス済の
オリジナルの音楽コンテンツを検知した場合にのみ、前記取得した編集音楽コンテンツを
利用する利用手段であって、前記取得した編集音楽コンテンツに含まれる実体データと前
記編集元音楽コンテンツとから実体データ全体を再現する手段とを具える。このようにす
ると、複製（編集）された音楽コンテンツが配布されたとしても、編集元音楽コンテンツ
乃至前記編集元音楽コンテンツの元となったオリジナルの音楽コンテンツを検知できなけ
れば編集箇所を含む音楽コンテンツ全体を正しく再現できないので、不正な配布による著
作権侵害を防止することができる一方で、編集元音楽コンテンツ乃至前記編集元音楽コン
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テンツの元となったオリジナルの音楽コンテンツを検知できれば編集箇所を含む音楽コン
テンツ全体を正しく再現できるので、個別にライセンス管理することなしに、個人的利用
の範疇においてユーザの便宜を図ることができるようになる。
【０００９】
本発明は、装置の発明として構成し、実施することができるのみならず、方法の発明とし
て構成し実施することができる。また、本発明は、コンピュータまたはＤＳＰ等のプロセ
ッサのプログラムの形態で実施することができるし、そのようなプログラムを記憶した記
憶媒体の形態で実施することもできる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照してこの発明の実施の形態を詳細に説明する。
なお、本明細書においては、コンピュータ等で一般的に実行される複製コンテンツの生成
を「コピー（複写）」と呼び、本発明に係る音楽コンテンツ利用装置で実行される複製コ
ンテンツの生成を「複製」と呼んで区別する。
【００１１】
図１は、この発明に係る音楽コンテンツ利用装置を適用した電子楽器の全体構成を示した
ハード構成ブロック図である。本実施例に示す電子楽器は、マイクロプロセッサユニット
（ＣＰＵ）１、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）２、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）３
からなるマイクロコンピュータによって制御される。ＣＰＵ１は、この電子楽器全体の動
作を制御するものである。このＣＰＵ１に対して、データ及びアドレスバス１Ｄを介して
ＲＯＭ２、ＲＡＭ３、検出回路４，５、表示回路６、音源回路７、効果回路８、外部記憶
装置１０、MIDIインタフェース（Ｉ／Ｆ）１１および通信インタフェース（Ｉ／Ｆ）１２
がそれぞれ接続されている。更に、ＣＰＵ１には、タイマ割込み処理（インタラプト処理
）における割込み時間や各種時間を計時するタイマ１Ａが接続されている。例えば、タイ
マ１Ａはクロックパルスを発生し、発生したクロックパルスをＣＰＵ１に対して処理タイ
ミング命令として与えたり、あるいはＣＰＵ１に対してインタラプト命令として与える。
ＣＰＵ１は、これらの命令に従って各種処理を実行する。
【００１２】
ＲＯＭ２は、ＣＰＵ１により実行される各種プログラムや各種データを格納するものであ
る。ＲＡＭ３は、通信ネットワークＸを介して音楽コンテンツを配信するサーバコンピュ
ータ１２Ａから受信した自動演奏データや楽譜データなどの音楽コンテンツを一時的に記
憶する。また、ＲＡＭ３はＣＰＵ１がプログラムを実行する際に発生する各種データを一
時的に記憶するワーキングメモリとして、あるいは現在実行中のプログラムやそれに関連
するデータを記憶するメモリ等として使用される。ＲＡＭ３の所定のアドレス領域がそれ
ぞれの機能に割り当てられ、レジスタやフラグ、テーブル、メモリなどとして利用される
。演奏操作子４Ａは楽音の音高を選択するための複数の鍵を備えた例えば鍵盤等のような
ものであり、各鍵に対応してキースイッチを有しており、この演奏操作子４Ａ（鍵盤等）
は楽音演奏のために使用できるのは勿論のこと、自動演奏の際に用いるピッチやリズムな
どを入力するための入力手段として使用することもできる。検出回路４は、演奏操作子４
Ａの各鍵の押圧及び離鍵を検出することによって検出出力を生じる。
【００１３】
設定操作子（スイッチ等）５Ａは、サーバコンピュータ１２Ａから取得する対象の音楽コ
ンテンツを選択するためのスイッチ、自動演奏に関する各種情報等を入力するためのスイ
ッチなどである。勿論、これら以外にも、音高、音色、効果等を選択・設定・制御するた
めに用いる数値データ入力用のテンキーや文字データ入力用のキーボード、あるいはディ
スプレイ６Ａに表示される所定のポインティングデバイスを操作するために用いるマウス
などの各種操作子を含んでいてよい。検出回路５は、上記各スイッチの操作状態を検出し
、その操作状態に応じたスイッチ情報をデータ及びアドレスバス１Ｄを介してＣＰＵ１に
出力する。表示回路６はアクセスしたサーバコンピュータ１２Ａ内に記憶されている多数
の音楽コンテンツに関する各種情報を、例えば液晶表示パネル（ＬＣＤ）やＣＲＴ等から
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構成されるディスプレイ６Ａに表示することは勿論のこと、取得した音楽コンテンツに関
する各種情報や自動演奏に関する各種情報あるいはＣＰＵ１の制御状態などを表示する。
【００１４】
音源回路７は複数のチャンネルで楽音信号の同時発生が可能であり、データ及びアドレス
バス１Ｄを経由して与えられた自動演奏データ等を入力し、この自動演奏データに基づい
て楽音信号を発生する。音源回路７から発生された楽音信号は、効果回路８を介して効果
付与されてアンプやスピーカなどを含むサウンドシステム９から発音される。効果回路８
は複数のエフェクトユニットを含んでおり、各エフェクトユニットは設定された効果パラ
メータに従い、それぞれ異なった効果を音源回路７からの楽音信号に付与することができ
る。この音源回路７と効果回路８とサウンドシステム９の構成には、従来のいかなる構成
を用いてもよい。例えば、音源回路８はFM、PCM、物理モデル、フォルマント合成等の各
種楽音合成方式のいずれを採用してもよく、また専用のハードウェアで構成してもよいし
、ＣＰＵ１によるソフトウェア処理で構成してもよい。
【００１５】
外部記憶装置１０は、サーバコンピュータ１２Ａから受信したオリジナルの音楽コンテン
ツや該受信したオリジナルの音楽コンテンツを複製して生成される複製コンテンツ、ある
いはＣＰＵ１が実行する各種制御プログラム等の制御に関するデータなどを記憶するもの
である。これらオリジナルの音楽コンテンツ及び複製コンテンツについての詳細な説明は
後述する（後述の図２参照）。なお、前記ＲＯＭ２に制御プログラムが記憶されていない
場合、この外部記憶装置１０（例えばハードディスク）に制御プログラムを記憶させてお
き、それをＲＡＭ３に読み込むことにより、ＲＯＭ２に制御プログラムを記憶している場
合と同様の動作をＣＰＵ１にさせることができる。このようにすると、制御プログラムの
追加やバージョンアップ等が容易に行える。なお、外部記憶装置１０はハードディスク（
HD）に限られず、フレキシブルディスク（FD）、コンパクトディスク（CD‐ROM・CD‐RAM
）、光磁気ディスク（MO）、あるいはDVD（Digital Versatile Disk）等の着脱自在な様
々な形態の外部記憶媒体を利用する記憶装置であればどのようなものであってもよい。あ
るいは、フラッシュメモリなどの半導体メモリであってもよい。
【００１６】
MIDIインタフェース（Ｉ／Ｆ）１１は、外部接続された他のMIDI機器１１Ａ等からMIDI形
式の自動演奏データ（MIDIデータ）を当該電子楽器へ入力したり、あるいは当該電子楽器
からMIDI形式の自動演奏データ（MIDIデータ）を他のMIDI機器１１Ａ等へ出力するための
インタフェースである。他のMIDI機器１１Ａはユーザによる操作に応じてMIDIデータを発
生する機器であればよく、鍵盤型、弦楽器型、管楽器型、打楽器型、身体装着型等どのよ
うなタイプの操作子を具えた（若しくは、操作形態からなる）機器であってもよい。なお
、MIDIインタフェース１１は専用のMIDIインタフェースを用いるものに限らず、RS-232C
、USB（ユニバーサル・シリアル・バス）、IEEE1394（アイトリプルイー1394）等の汎用
のインタフェースを用いてMIDIインタフェース１１を構成するようにしてもよい。この場
合、MIDIイベントデータ以外のデータをも同時に送受信するようにしてもよい。MIDIイン
タフェース１１として上記したような汎用のインタフェースを用いる場合には、他のMIDI
機器１１ＡはMIDIイベントデータ以外のデータも送受信できるようにしてよい。勿論、自
動演奏データのデータフォーマットはMIDI形式のデータに限らず他の形式であってもよく
、その場合はMIDIインタフェース１１と他のMIDI機器１１Ａはそれにあった構成とする。
【００１７】
通信インタフェース（Ｉ／Ｆ）１２は、例えばLANやインターネット、電話回線等の有線
あるいは無線の通信ネットワークＸに接続されており、該通信ネットワークＸを介してサ
ーバコンピュータ１２Ａと接続され、当該サーバコンピュータ１２Ａから音楽コンテンツ
や制御プログラムあるいは各種データなどを電子楽器側に取り込むためのインタフェース
である。すなわち、ユーザ所望の音楽コンテンツをサーバコンピュータ１２Ａからダウン
ロードするために用いられるだけでなく、ＲＯＭ２や外部記憶装置１０（例えば、ハード
ディスク）等に制御プログラムや各種データが記憶されていない場合にはサーバコンピュ
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ータ１２Ａから制御プログラムや各種データをダウンロードするために用いられる。こう
した通信インタフェース１２は、有線あるいは無線のものいずれかでなく双方を具えてい
てよい。
【００１８】
なお、上述した電子楽器において、演奏操作子４Ａは鍵盤楽器の形態に限らず、弦楽器や
管楽器、あるいは打楽器等どのようなタイプの形態でもよい。また、電子楽器は演奏操作
子４Ａやディスプレイ６Ａあるいは音源回路７などを１つの装置本体に内蔵したものに限
らず、それぞれが別々に構成され、MIDIインタフェースや各種ネットワーク等の通信手段
を用いて各装置を接続するように構成されたものであってもよいことは言うまでもない。
さらに、本発明に係る音楽コンテンツ利用装置を適用する装置としては電子楽器に限らず
、パーソナルコンピュータや携帯電話等の携帯型通信端末、あるいはカラオケ装置やゲー
ム装置など、どのような形態の装置・機器に適用してもよい。携帯型通信端末に適用した
場合、端末のみで所定の機能が完結している場合に限らず、機能の一部をサーバ側に持た
せ、端末とサーバとからなるシステム全体として所定の機能を実現するようにしてもよい
。
【００１９】
次に、本発明に係る音楽コンテンツ利用装置で利用する音楽コンテンツのデータフォーマ
ットについて説明する。図２は、音楽コンテンツのデータフォーマットを説明するための
概念図である。図２（ａ）はサーバコンピュータ１２Ａから電子楽器側にダウンロードさ
れるオリジナルの音楽コンテンツ（オリジナルコンテンツ）のデータフォーマット、図２
（ｂ）及び図２（ｃ）は電子楽器側にダウンロードされたオリジナルコンテンツ（又は複
製コンテンツ）を複製することにより生成される複製コンテンツのデータフォーマットの
一実施例をそれぞれ示す概念図である。
【００２０】
図２（ａ）から理解できるように、オリジナルコンテンツは管理データと音楽コンテンツ
実体データとを少なくとも含むデータフォーマットである。管理データはオリジナルコン
テンツである旨を示す情報や、当該オリジナルコンテンツに付された例えば曲名等により
表されるファイル名、あるいは個々のオリジナルコンテンツを一意に決定付けるユニーク
なＩＤ管理番号など、当該オリジナルコンテンツを管理及び特定するために必要な情報を
記憶する。音楽コンテンツ実体データは例えばMIDIデータ、オーディオデータ、楽譜デー
タ、ビデオデータ、画像データ、テキストデータ等の音楽コンテンツを構成する実体デー
タそのものを記憶する。音楽コンテンツは複数種類のデータを含んで構成されていてよく
、その場合音楽コンテンツ実体データには複数の実体データが記憶される。詳しくは後述
するが（後述の図３参照）、オリジナルコンテンツがサーバから音楽コンテンツ利用装置
（電子楽器）に対して配信される際には、個々の音楽コンテンツ利用装置に予め付与され
ている所定の装置固有情報で暗号化されて配信される。音楽コンテンツ利用装置では受信
した暗号化されているオリジナルコンテンツを音楽コンテンツ利用装置の装置固有情報に
より復号化した後、外部記憶媒体の固有情報に基づき暗号化した上で外部記憶媒体に記憶
する。
【００２１】
図２（ｂ）から理解できるように、複製コンテンツの第１実施例は上記オリジナルコンテ
ンツと同様に管理データと音楽コンテンツ実体データとを少なくとも含むデータフォーマ
ットであるが、そのデータ内容がオリジナルコンテンツと一部異なる。すなわち、図２（
ｂ）に示す複製コンテンツにおいて、管理データは複製コンテンツである旨を示す情報や
、複製元を特定する情報（例えば複製元のＩＤ管理番号など）、当該複製コンテンツに付
されたファイル名、あるいは個々の複製コンテンツを一意に決定付けるユニークなＩＤ管
理番号など、当該複製コンテンツを管理及び特定するために必要な情報を記憶する。一方
、音楽コンテンツ実体データは上記したオリジナルコンテンツと同様に、音楽コンテンツ
を構成する実体データそのものを記憶する（勿論、複数種類のデータを含んで構成されて
いてよい）。詳しくは後述するが（後述の図４参照）、オリジナルコンテンツを複製して
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複製コンテンツを生成する際には、音楽コンテンツ利用装置の外部記憶媒体に記憶されて
いる暗号化されたオリジナルコンテンツを外部記憶媒体の固有情報により復号化した後、
復号化されたオリジナルコンテンツを複製して複製コンテンツを生成し、生成した複製コ
ンテンツを外部記憶媒体の固有情報に基づき暗号化した上で外部記憶媒体に記憶する。な
お、複製コンテンツ生成後に編集が行われた場合には、音楽コンテンツ実体データの該当
箇所が変更されて記憶されることになる。
【００２２】
図２（ｃ）から理解できるように複製コンテンツの別の実施例として、複製コンテンツは
管理データと編集部分のみの音楽コンテンツ実体データとを少なくとも含むデータフォー
マットとしてもよい。すなわち、管理データは、図２（ｂ）に示した複製コンテンツと同
様に当該複製コンテンツを管理及び特定するために必要な情報を記憶する。一方、編集部
分のみの音楽コンテンツ実体データは、例えばMIDIデータ、オーディオデータ、楽譜デー
タ、ビデオデータ、画像データ、テキストデータ等の音楽コンテンツを構成する実体デー
タそのもののうち、ユーザが編集を加えた箇所のみの実体データを記憶する。例えば、MI
DIデータについて音色の変更（リボイス）や音量バランスの変更（ミキサー）をした場合
は、それらの変更に関する情報（変更箇所や変更した実体データの内容等）のみを記憶し
ており、変更箇所以外のその他の箇所の実体データについては記憶しない。つまり、該複
製コンテンツでは図２（ｂ）に示した複製コンテンツと異なり、編集を加えなかった箇所
についての情報を実体データとして持たず、編集を加えなかった箇所については管理デー
タに含まれる複製元を特定する情報に従って複製元のオリジナルコンテンツ（又は複製コ
ンテンツ）を参照する。
【００２３】
本発明に係る音楽コンテンツ利用装置では、サーバからオリジナルの音楽コンテンツをダ
ウンロードし、ユーザが個人的利用の範囲内で該取得したオリジナルコンテンツを複製し
て音楽コンテンツを楽しむことと、他者への音楽コンテンツの配布を防止すること（つま
り音楽コンテンツの著作権保護）との両立を図っている。そこで、こうした音楽コンテン
ツ利用装置（電子楽器）の処理動作について説明する。まず、サーバから音楽コンテンツ
利用装置にオリジナルの音楽コンテンツをダウンロードする「音楽コンテンツ取得処理」
について、図３を用いて説明する。図３は、「音楽コンテンツ取得処理」の一実施例を示
すフローチャートである。ただし、この実施例では音楽コンテンツ利用装置側で音楽コン
テンツ購入処理を、サーバ側で音楽コンテンツ配信処理をそれぞれ実行することにより、
一連の音楽コンテンツ取得処理を実現するものを例として示した。以下、図３に示したフ
ローチャートに従って、当該処理の動作を説明する。
【００２４】
音楽コンテンツ利用装置はユーザ所望の音楽サイトを記憶するサーバに対してアクセスし
た後に、例えば購入を希望する音楽コンテンツの検索操作などのユーザ操作に応じて特定
された音楽コンテンツの購入指示をサーバに送信するとともに、当該音楽コンテンツ利用
装置に予め付与されているユニークなＩＤなどの装置固有の情報をサーバに送信する（ス
テップＳ１）。サーバでは音楽コンテンツ利用装置から購入指示と装置固有情報とを受信
すると、購入指示に基づいて音楽コンテンツを特定し、該特定した音楽コンテンツ取得の
対価をユーザに対して課金するための課金処理を行う（ステップＳ５）。さらに、特定し
た音楽コンテンツを受信した装置固有情報に基づいて暗号化する（ステップＳ６）。暗号
化した音楽コンテンツは、音楽コンテンツ利用装置に対して配信される（ステップＳ７）
。配信される音楽コンテンツには、適宜に生成したユニークなＩＤ管理番号が付されてい
る。このように、サーバから音楽利用装置に対して配信される音楽コンテンツは個々の音
楽コンテンツ利用装置に付されている装置固有情報により暗号化されており、配信経路に
おいて他者が不正に音楽コンテンツを取得したとしても、そのような他者が装置固有情報
を取得することは不可能であるので取得した音楽コンテンツを復号化することはできない
。したがって、不正に音楽コンテンツを取得した他者は音楽コンテンツを利用することが
できないようになっている。
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【００２５】
音楽コンテンツ利用装置ではサーバから暗号化された音楽コンテンツを受信すると、自身
に付されている装置固有情報に基づいて該受信した音楽コンテンツを復号化する（ステッ
プＳ２）。そして、音楽コンテンツを保存すべき外部記憶媒体の固有情報（例えば、個々
の半導体メモリに付された媒体ＩＤなど）に基づいて、前記復号化した音楽コンテンツを
再暗号化して（ステップＳ３）、外部記憶媒体に保存する（ステップＳ４）。このように
、オリジナルの音楽コンテンツを外部記憶媒体の固有情報に基づき再暗号化して記憶して
おくことにより、外部記憶媒体に記憶されたオリジナルコンテンツが例えばコンピュータ
等を用いて他の記憶媒体へとコピー（複写）する等により外部記憶媒体から読み出された
としても、オリジナルコンテンツを暗号化した際の媒体固有情報とコピー先の媒体固有情
報とが一致しないことからコピーされたオリジナルコンテンツを復号化することはできな
い。すなわち、外部記憶媒体に記憶されたオリジナルコンテンツが他のコンピュータが有
する外部記憶媒体等にコピーされたとしても、コピーされたオリジナルコンテンツは利用
することができない。このようにして、コンピュータ等を用いての不正コピー（複写）に
よる音楽コンテンツの不正利用を防止するようにしている。なお、固有情報を持っていな
い外部記憶媒体には、オリジナルコンテンツを保存することができないようにすることは
言うまでもない。
【００２６】
次に、外部記憶媒体に保存されている音楽コンテンツ（オリジナルコンテンツ又は複製コ
ンテンツ）を利用する「音楽コンテンツ利用処理」について、図４を用いて説明する。図
４は、「音楽コンテンツ利用処理」の一実施例を示すフローチャートである。以下、図４
に示したフローチャートに従って、当該処理の動作を説明する。
【００２７】
ステップＳ１１では、外部記憶媒体に記憶されている所望の音楽コンテンツを本体メモリ
にロードする。ステップＳ１２では、外部記憶媒体の固有情報に基づいて本体メモリにロ
ードした音楽コンテンツを復号化する。すなわち、外部記憶媒体に記憶されている音楽コ
ンテンツは、外部記憶媒体に記憶される際に外部記憶媒体の固有情報に基づき暗号化され
ていることから（図３のステップＳ３参照）、当該音楽コンテンツを利用可能とするため
には暗号化した際に用いた固有情報に従って復号化を行わなければならない。そこで、復
号化を実行する。ステップＳ１３では、外部記憶媒体の固有情報に基づいて音楽コンテン
ツの復号化が成功したか否かを判定する。音楽コンテンツの復号化が失敗した場合には（
ステップＳ１３のＮＯ）、ＮＧである旨を警告して（ステップＳ１４）、当該処理を終了
する。すなわち、正規の外部記憶媒体に保存されている音楽コンテンツであれば、暗号化
したときに用いた外部記憶媒体の固有情報と上記復号化処理において参照される外部記憶
媒体の固有情報とが一致することから、音楽コンテンツの複合化に成功する。他方、他の
外部記憶媒体に不正コピー（複写）により記憶された音楽コンテンツであるような場合に
は、暗号化したときに用いた外部記憶媒体の固有情報と上記復号化処理において参照され
る外部記憶媒体の固有情報とが一致しないことから、音楽コンテンツの復号化に失敗する
。この場合には音楽コンテンツを利用する正当な権利がないものとみなして、「復号化に
失敗」などのＮＧである旨を警告して音楽コンテンツの利用をさせないようにしている。
【００２８】
正規の外部記憶媒体に保存されている音楽コンテンツである場合、つまり音楽コンテンツ
の復号化が成功した場合には（ステップＳ１３のＹＥＳ）、復号化された音楽コンテンツ
が複製コンテンツであるか否かを管理データを参照することにより判定する（ステップＳ
１５）。複製コンテンツでなくオリジナルコンテンツであると判定された場合には（ステ
ップＳ１５のＮＯ）、ステップＳ１８の処理へジャンプする。すなわち、復号化に成功し
た音楽コンテンツがオリジナルコンテンツである場合には、特に条件なしに音楽コンテン
ツを利用することが可能となる。一方、複製コンテンツであると判定された場合には（ス
テップＳ１５のＹＥＳ）、管理データ内の複製元を特定する情報に従って複製元であるオ
リジナルコンテンツを該外部記憶媒体内でサーチする（ステップＳ１６）。該サーチ対象
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とするデータ範囲は外部記憶媒体内の全ディレクトリとしてもよいし、複製コンテンツが
保存されているディレクトリ限定としてもよい。あるいは複数の外部記憶媒体を装着でき
る場合には、装着されている別の外部記憶媒体をサーチ対象としてもよい。
【００２９】
複製元であるオリジナルコンテンツをサーチした結果として、複製元のオリジナルコンテ
ンツがあったか否かを判定する（ステップＳ１７）。オリジナルコンテンツがない場合に
は（ステップＳ１７のＮＯ）、「オリジナルコンテンツなし」などのＮＧである旨を警告
して（ステップＳ１４）、当該処理を終了する。すなわち、オリジナルコンテンツが存在
せずに複製コンテンツのみが存在する状況としては、後述する複製又は別名保存処理（ス
テップＳ２０参照）において、オリジナルコンテンツが保存されている外部記憶媒体以外
の記憶媒体を当該音楽コンテンツ利用装置に装着し、複製コンテンツを当該記憶媒体に保
存したような場合がある。この場合は不正に複製されたものであるとして、音楽コンテン
ツを利用する正当な権利がないものとして警告を発する。オリジナルコンテンツがある場
合には（ステップＳ１７のＹＥＳ）、正規の複製コンテンツであるとみなして音楽コンテ
ンツ利用処理を必要に応じて実行する（ステップＳ１８）。さらに、音楽コンテンツ編集
処理を必要に応じて実行する（ステップＳ１９）。音楽コンテンツ利用処理としては例え
ば楽音の発音処理や楽譜の表示処理など、楽音の編集処理としては例えばリボイスやミキ
サー処理、あるいは編曲や作詞等その他何らかの編集処理などがある。
【００３０】
ステップＳ２０では、音楽コンテンツが複製又は別名で保存されたか否かを判定する。音
楽コンテンツが複製又は別名で保存された場合には（ステップＳ２０のＹＥＳ）、管理デ
ータとして複製元を特定する情報を記録する（ステップＳ２１）。この際にオリジナルコ
ンテンツからの複製（第１世代）の場合はオリジナルコンテンツが複製元として記録され
る。また、複製コンテンツからの複製（第２世代、第３世代、…）の場合は元の複製コン
テンツのみを複製元として記録するようにしてもよいし、元の複製コンテンツの管理デー
タを順次に参照してオリジナルコンテンツを特定し、特定したオリジナルコンテンツを複
製元として記録するようにしてもよい。なお、上記した「複製元コンテンツサーチ処理」
（ステップＳ１６参照）において、第２世代以降の複製コンテンツの場合に元の複製コン
テンツのみが複製元として記録されていた場合は、複製元コンテンツを段階的に参照して
いくことによってオリジナルコンテンツを特定する必要がある。そして、その他の管理デ
ータを記録する。ステップＳ２２では、音楽コンテンツの実体データ全部又は編集部分の
みを保存先の外部記憶媒体の固有情報に基づいて暗号化する。ステップＳ２３では、暗号
化した音楽コンテンツを外部記憶媒体に保存する。なお、複製コンテンツとして編集部分
のみの音楽コンテンツ実体データを記憶する場合において（図２（ｃ）参照）、上記音楽
コンテンツ編集処理を行わずに複製のみが行われた場合には実体データが保存されない。
また、上記音楽コンテンツ利用処理や音楽コンテンツ編集処理において（ステップＳ１８
及びステップＳ１９参照）、編集部分のみの音楽コンテンツ実体データを記録した複製コ
ンテンツを利用又は編集する場合には、複製元の音楽コンテンツを参照することによって
実体データの全部を得るようにする。
【００３１】
以上のようにすると、正規のユーザによる音楽コンテンツの満足な利用と、不正なユーザ
による不当な音楽コンテンツの利用からの著作権保護との両立を図ることができるように
なる。以下、場合を分けて簡単に説明する。
【００３２】
（Ａ）オリジナルコンテンツを利用する場合。
サーバから音楽コンテンツ利用装置に所望のオリジナルコンテンツをダウンロードする際
には、サーバから音楽コンテンツ利用装置の固有情報に従って暗号化されたオリジナルコ
ンテンツが配信される。したがって、不正なユーザが配信途中でオリジナルコンテンツを
不正に取得したとしてもオリジナルコンテンツを復号化することができないことから、不
正なユーザは取得したオリジナルコンテンツを利用することができない。一方、正規のユ
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ーザは取得したオリジナルコンテンツを復号化することができ、復号化したオリジナルコ
ンテンツを外部記憶媒体の固有情報により再暗号化して外部記憶媒体に記憶する。正規の
ユーザが該外部記憶媒体を使用する場合には、外部記憶媒体から読み出したオリジナルコ
ンテンツを外部記憶媒体の固有情報に基づいて復号化することができることから、オリジ
ナルコンテンツを利用することができる。
【００３３】
また、正規のユーザから該外部記憶媒体を借りた他者が該外部記憶媒体を使用する場合で
あっても、他者は外部記憶媒体から読み出したオリジナルコンテンツを利用することがで
きる。ただし、他者がコンピュータ等を用いて外部記憶媒体から読み出したオリジナルコ
ンテンツを自身が保有する外部記憶媒体にコピー（複写）して利用しようとしたような場
合には（上述したように、この場合にコンピュータ等で実行されるコピーは単純コピー（
複写）であって、音楽コンテンツ利用装置で実行される複製コンテンツを生成する複製と
は意味が異なる）、コピー元の外部記憶媒体の固有情報と、コピー先の自身の保有する外
部記憶媒体の固有情報とが異なることとなり、他者はコピーしたオリジナルコンテンツを
利用することができない。
【００３４】
（Ｂ）複製コンテンツを利用する場合。
正規のユーザが外部記憶媒体から読み出したオリジナルコンテンツを複製して複製コンテ
ンツを生成した場合、複製コンテンツは外部記憶媒体の固有情報に基づいて暗号化されて
外部記憶媒体に記憶される。正規のユーザが該外部記憶媒体を使用する場合には、外部記
憶媒体から読み出した複製コンテンツをオリジナルコンテンツと共に外部記憶媒体の固有
情報に基づいて復号化することができることから、正規のユーザは外部記憶媒体から読み
出した複製コンテンツを利用することができる。
【００３５】
他方、正規のユーザから該外部記憶媒体を借りた他者が該外部記憶媒体を使用する場合に
おいても、外部記憶媒体から読み出したオリジナルコンテンツと共に複製コンテンツを外
部記憶媒体の固有情報に基づいて復号化することができることから、他者は外部記憶媒体
から読み出した複製コンテンツを利用することができる。ただし、他者が借りた外部記憶
媒体に複製コンテンツの元であるオリジナルコンテンツが同時に記憶されていないような
場合には、他者は外部記憶媒体から読み出した複製コンテンツを利用することができない
。また、他者がコンピュータ等を用いて外部記憶媒体から読み出した複製コンテンツを自
身が保有する外部記憶媒体にコピー（複写）して利用しようとしたような場合、オリジナ
ルコンテンツを保有しない他者はコピーした複製コンテンツを利用することができない。
さらに、他者が複製コンテンツだけでなくオリジナルコンテンツをもコピー（複写）した
ような場合であっても、上記したように他者はコピーしたオリジナルコンテンツを利用す
ることができないことから複製コンテンツも利用することができない。
【００３６】
なお、上記した「複製コンテンツサーチ処理」（図４のステップＳ１６参照）において、
第２世代以降の複製コンテンツである場合に１つ前の元の複製コンテンツのみが複製元と
して記録されているような場合には、順次に１つ前の複製元コンテンツを参照していって
オリジナルコンテンツを最終的に特定する必要がある。
なお、上記した「音楽コンテンツ利用処理」や「音楽コンテンツ編集処理」（図４のステ
ップＳ１８及びステップＳ１９参照）において、編集部分の実体データのみを記録した複
製コンテンツを利用する場合には（図２（ｃ）参照）、複製元の音楽コンテンツを参照す
ることによって実体全部を得るようにする。
【００３７】
なお、オリジナルの音楽コンテンツは当初、音楽コンテンツ利用装置の固有情報で暗号化
され、一旦復号化された後に外部記憶媒体の固有情報で再暗号化されて保存される例を示
したがこれに限らない。音楽コンテンツ利用装置の固有情報のみで暗号化するようにして
もよいし、外部記憶媒体の固有情報のみで暗号化するようにしてもよい。あるいは、別の
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情報を用いてオリジナルの音楽コンテンツを暗号化するようにしてもよい。いずれにして
も。オリジナルの音楽コンテンツが不正に他者に利用できないようになっていればよい。
なお、音楽コンテンツを保存する先は外部記憶媒体に限らず音楽コンテンツ利用装置本体
内の他の記憶装置や記憶媒体としてもよく、本体内の記憶装置や記憶媒体に全部のコンテ
ンツを保存するようにしてもよいし、一部のコンテンツのみを保存するようにしてもよい
。この場合、オリジナルコンテンツのサーチ範囲（図４のステップＳ１６参照）を本体内
の記憶装置や記憶媒体に広げてサーチするようにすることは言うまでもない。
【００３８】
【発明の効果】
この発明によれば、複製した音楽コンテンツを利用する際には複製元を特定する情報に基
づいてオリジナルの音楽コンテンツをサーチし、オリジナルコンテンツが見つかった場合
にのみ当該音楽コンテンツを利用できるようにしたことから、音楽コンテンツの著作権保
護を図りながらも個人的利用の範囲においてはユーザが満足の行く音楽コンテンツの利用
ができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明に係る音楽コンテンツ利用装置を適用した電子楽器の全体構成を示し
たハード構成ブロック図である。
【図２】音楽コンテンツのデータフォーマットを説明するための概念図であり、図２（ａ
）はオリジナルコンテンツのデータフォーマット、図２（ｂ）及び図２（ｃ）は複製コン
テンツのデータフォーマットの一実施例をそれぞれ示す。
【図３】　音楽コンテンツ取得処理の一実施例を示すフローチャートである。
【図４】　音楽コンテンツ利用処理の一実施例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１…ＣＰＵ、２…ＲＯＭ、３…ＲＡＭ、４、５…検出回路、４Ａ…演奏操作子、５Ａ…設
定操作子、６…表示回路、６Ａ…ディスプレイ、７…音源回路、８…効果回路、９…サウ
ンドシステム、１０…外部記憶装置、１１…MIDIインタフェース、１１Ａ…MIDI機器、１
２…通信インタフェース、１２Ａ…サーバコンピュータ、Ｘ…通信ネットワーク、１Ｄ…
通信バス（データ及びアドレスバス）
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